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平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）、
壬
生
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
第
64
回
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

成
人
を
迎
え
る
３
７
７
名
の
う
ち
３
０
２

名
が
式
に
参
加
し
、
新
成
人
で
構
成
さ
れ

た
運
営
委
員
（
舛
谷
尚
人
委
員
長
他
18
名
）

が
受
付
、
式
典
の
運
営
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
名

に
新
成
人
の
受
付
と
記
念
写
真
撮
影
の
誘

導
を
補
助
し
て
も
ら
い
、壬
生
町
花
の
街
づ

く
り
の
会
の
皆
さ
ん
に
新
成
人
を
迎
え
る

玄
関
を
色
と
り
ど
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
飾

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
森
田

益
夫
副
町
長
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
島
菊

夫
町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
、

佐
藤
良
県
議
会
議
員
か
ら
新
成
人
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
み
ぶ
吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
が

国
歌
、
町
民
の
歌
の
伴
奏
を
行
い
、
町
民

の
歌
斉
唱
は
、
壬
生
町
民
の
歌
広
報
大
使

の
松
山
美
由
紀
さ
ん
の
歌
声
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
抽
選

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
記
念
写

真
を
撮
影
し
て
式
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

会
場
の
外
で
は
色
鮮
や
か
な
着
物
や
ス
ー

ツ
姿
の
参
加
者
が
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た

り
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
す  

や    

な
お   

と

も
り   

た

お
お  
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ま  
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さ  

と
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さ  

と
う
り
ょ
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ま
す
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と

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

　
本
日
は
、成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出
に
、

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
今
、壬
生
町
長
小
菅
一
弥
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
、温
か
い
お
祝
い
や
励

ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、私
た
ち
新
成
人
は
、18
歳
を
迎
え
た

一
昨
年
の
春
に
、未
曾
有
の
出
来
事
、東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
本
来
、進
学
や
就
職
な
ど
夢
と
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
、私
た
ち
に
と
っ
て
人
生
の
新
た
な
旅

立
ち
と
な
る
べ
き
は
ず
の
春
で
し
た
が
、日
本

全
体
が
大
き
な
傷
を
負
い
、深
い
悲
し
み
に
包

ま
れ
ま
し
た
。こ
の
大
震
災
か
ら
２
年
近
く
の

歳
月
が
経
ち
ま
す
が
、未
だ
に
復
旧
活
動
が
続

い
て
い
ま
す
。震
災
・
原
発
問
題
も
収
束
し
な

い
中
、日
本
の
政
治
経
済
は
今
な
お
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
震
災
や
不
況
の
印
象
ば
か
り
強
く
残
り
ま

す
が
、そ
ん
な
中
、明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
、

と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
で
は
栃
木
県
の
魅
力
が
大
々

的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。金
環
日
食
の
時
に
は
、

多
く
の
人
が
日
食
グ
ラ
ス
を
か
ざ
し
、好
奇
心

い
っ
ぱ
い
空
を
見
上
げ
て
い
る
光
景
が
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。夏
に
開

催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日

本
人
選
手
が
大
活
躍
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

姿
は
、震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
多
く

の
日
本
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、私
た
ち
が
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、

早
、５
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。現
在
、私
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。学

業
に
励
ん
で
い
る
人
、働
い
て
い
る
人
、将
来

の
道
を
模
索
し
て
い
る
人
、家
庭
を
持
っ
て
い

る
人
な
ど
、立
場
は
実
に
様
々
で
す
。成
人
と

な
っ
た
今
、よ
り
一
層
自
分
の
言
動
に
責
任
を

持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
の
人
生
、想
像
も
で
き
な

い
よ
う
な
困
難
に
ぶ
つ
か
り
、悩
み
苦
し
む
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
ど
ん
な
と
き
も
、「
自
分
は
で
き
る
」

と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
を
も
ち
、勉
学
、仕

事
に
取
り
組
み
、立
派
な
人
間
を
目
指
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。私
事
に
な
り
ま
す
が
、現
在
、

保
育
士
資
格
の
取
得
に
向
け
て
勉
強
と
実
習

を
積
む
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た

ち
の
人
生
に
か
か
わ
る
そ
の
職
責
の
大
き
さ

を
痛
感
し
つ
つ
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
を
保
育
士
と
し
て
支
え
ら
れ
る
日
が
く
る

よ
う
、夢
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
本
日
、郷
土
・
壬
生
町
で
育
っ
た
私
た
ち
が

こ
う
し
て
集
い
、成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、

時
に
は
優
し
く
、時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
方
々
、私
た
ち
を
ず
っ
と
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
両
親
や
家
族
、そ
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
共

に
歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た

ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
式
典
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
上
、簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、新
成
人
を

代
表
し
ま
し
て
、お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
１
月
13
日

新
成
人
代
表

舛
谷
 
尚
人

壬生町花の街づくりの会の皆さん中学生のボランティア

こ   

す
げ 

か
ず   

や
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中学生以上300円　小学生100円　未就学児無料
※お支払は、現金のみです。乗車の際に運転手に
　お渡しください。

毎週月～金曜日
午前の便（８、９、10、11、12時）
午後の便（１、２、３、４時）
土・日・祝日（年末年始12/29～１/３）
利用予定日の１週間前から１時間前までです。
午前８、９時の便は、前日の午後５時までの予約
となります。

利用方法などの説明
　利用方法などが分からない場合は、説明（10名以上の団体やグループ）
にお伺いしますので、町総合政策課企画調整係（　81－1813）へご連
絡ください。地域の集会やイベントなどの開催に合わせて、説明を申し
込まれるのがお勧めです。申し込みに関して、詳しくは、お知らせ版（２
月23日号）をご覧ください。

利用実績等
　平成25年１月（16日間）の利用実績等は、下記のとおりでした。町民の
皆様が気軽に利用できる公共交通の構築に向けて、取り組んでまいります。
登録者数………2,160人（１月末日現在）
利用人数…………244人（内訳　中学生以上243人　小学生１人）
運行便数…………158便

町総務部総合政策課企画調整係　　８１－１８１３問合せ先

利用料金

運 行 日

運 行 便

運 休 日

予約期限

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
み
ぶ
ま
る

　デマンドタクシー“みぶまる”は、１月９日
より運行を開始いたしました。１月の利用は、
１日平均15人という状況でした。主な利用は、
約９割の方が通院で利用されております。デマ
ンドタクシーは、通院を含め、買い物やお友達
の家に遊びに行くなど、利用の目的は、様々で
あります。
　子どもからお年寄りまで、登録すれば、どな
たでもご利用できますので、お出掛けの際は、
デマンドタクシー“みぶまる”をご利用ください。

みぶまる
予約受付センター

はーい           い  い  み  ぶ
予約受付時間　
午前７時30分～
　 午後５時30分
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国民健康保険の届出について国民健康保険の届出について
　下記の事由により国民健康保険資格に変更が生じたときは、
町役場窓口もしくは出張所へ14日以内に必ず届出してください。

※印鑑(認印)と本人確認のできるもの（運転免許証等）を必ずお持ちください。

　医療機関窓口で支払う自己負担額の割合の２割への引き上げが、平成25年４月から、
さらに１年間延長される予定です。

70歳から74歳までの窓口自己負担割合について70歳から74歳までの窓口自己負担割合について

平成25年３月まで 平成25年４月から平成26年３月まで

※新しい高齢受給者証は３月末までに郵送いたします。（１割負担の方のみ）

町民生部住民課国保年金係　　８１－１８３２

１割負担 １割負担２割
（１年間延長されます）

事　　　　　　由 手続に必要なもの事　　　　　　由 手続きに必要なもの

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

職場の健康保険を喪失したとき
・健康保険資格喪失証明書
（被扶養者がいない場合は退
　職証明書でも可）
・年金証書（年金受給者の方）

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入したとき 国民健康保険証と加入した
社会保険証

壬生町内で転居したとき 国民健康保険証

世帯主や世帯員に変更があった
とき 国民健康保険証

修学などのため他市区町村へ住所
を変更するとき 国民健康保険証と在学証明書

修学により壬生町国保を取得して
いた方が卒業・退学したとき

国民健康保険に加入

国民健康保険を喪失

そ　の　他　届　出

国民健康保険証と卒業証明書
（卒業証書）・退学証明書など

※国民健康保険証を紛失したときは、印鑑と本人確認のできるもの（運転免許証等）を持
　参の上、ただちに保険証の再交付申請をしてください。

★壬生町国民健康保険の資格を喪失したときは、医療機関等で壬生町国民健康保険の保険
　証を絶対に使用しないでください。上記のとおり、保険証を返還のうえ届出いただきま
　すようお願いいたします。

問合せ先
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下記のすべての項目に該当される方
① 壬生町国民健康保険に加入している被保険者
② 検診時に年齢35歳以上75歳未満の方
③ 壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

◎検診医療機関及び検診日程につきましては、受付当日に会場でお知らせいたします。
　また、申請書類等は会場に備え付けますので、当日会場でご記入いただきます。

助成対象者

助成金額

一斉受付
8：00から整理券配布
8：30から整理番号順に受付

　平成25年度分の助成をご希望の方は、下記により受付いたしますので、申請をお願いいたします。

町民生部健康福祉課健康増進係 　　　８１－１８８５

人間ドック検診助成

脳ドック検診助成

日帰りコース

1泊2日コース

20,000円
30,000円
20,000円

ドック助成の種類 コ　ー　ス 助　成　額

問合せ先

※平成25年度特定健診を受診予定の方は対象外となりますのでご注意く
　ださい。

※一斉受付終了（12：00を予定）後の申請は、随時、役場本庁で受付い
　たします。

●壬生町国民健康保険証
●印鑑（認印）

平成25年度分　壬生町国民健康保険

人間ドック・脳ドック検診費用助成金
申込受付について

人間ドック・脳ドック検診費用助成金
申込受付について

人間ドック・脳ドック検診費用助成金
申込受付について

日　　時

場　　所

持参して
いただくもの

4月9日（火）
壬生町保健福祉センター
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あなたの気になる年金記録
もう一度、ご確認を！

　いまだ約2,200万件の持ち主が確認できていない記録が残っています。
　あらためて、ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」があるのではとご心配のある方は、ご確認いただき、
お近くの年金事務所等にご相談ください。

若い頃に勤めていた記録が見つ
かった

年額９８万円→２３４万円

結婚前の旧姓の記録が見つ
かった

転職が多い
姓(名字)が変わったことがある
いろいろな名前の読み方がある

名前の読み方が誤って登録され
ていた記録が見つかった　　　　　

年額４３万円→１５４万円 年額０円→１３７万円

●いつでも最新の年金記録を確認できます！
　「ねんきんネット」では時間を気にせず、24時間いつでも最新の年金記録を確認できます。
●記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！
　年金に加入されていない期間、標準報酬月額の大きな変動など、確認いただきたい記録が、
　わかりやすく表示されています。
●平成25年１月末から、氏名や生年月日等を入力して、持ち主不明の記録の中に、ご自身の
　記録があるかどうか調べることができます。

　郵送による申請・届出手続きが増加し、出張窓口に来訪される方が減少傾向となっている
ことから、平成25年３月１日より、宇都宮西・宇都宮東年金事務所内協会けんぽ窓口を閉
鎖し、栃木支部窓口と統合、大田原・今市の各年金事務所内協会けんぽ窓口については、隔
日の開設に縮小させていただくことといたしました。
　ご利用いただく加入者の皆さまには、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル　　　　　０５７０－０５８－５５５
※050または070から始まる電話でおかけになる場合　　０３－６７００－１１４４
[受付日時]　月～金曜日９：00～20：00　　第２土曜日９：00～17：00
※祝日(第２土曜日を除く)、12月29日～１月３日はご利用になれません。

問合せ先

平成25年３月１日から
年金事務所内「協会けんぽ出張窓口」の統合・縮小

★平成25年３月以降の「協会けんぽ出張窓口」状況
　・宇都宮西年金事務所内「窓口」　　閉鎖・支部窓口と統合
　・宇都宮東年金事務所内「窓口」　　閉鎖・支部窓口と統合
　・栃木年金事務所内「窓口」　　月曜日～金曜日
　・大田原年金事務所内「窓口」　　月・水・金曜日
　・今市年金事務所内「窓口」　　火・木曜日
　※各窓口の営業時間は午前８時30分から午後５時15分までとなります。

約９人に1人、年金記録が見つかっています

こんな方は
ぜひ、ご確認を！

　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/
　でご確認ください。
　全国健康保険協会栃木支部
　（協会けんぽ）
　　028-616-1691

年金記録の確認は「ねんきんネット」が簡単・便利！
ご家族の助けを受けて年金記録を発見した方もいらっしゃいます。

例 例 例

より詳しい内容は
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脳卒中予防十か条

脳卒中にならないために、
そして万が一、なった時のために
脳卒中にならないために、

そして万が一、なった時のために
　町では、「栃木県脳卒中啓発プロジェクト」に参加し、脳卒中初期症状についての認知度を向上させるため          
の啓発に集中的に取り組んでいます。          
　栃木県では男性、女性とも脳卒中の死亡率が高くなっています。          
　しかし、救急車利用率が少なく、発症から来院までの時間が遅いことが大きな問題となっています。脳卒中          
初期症状を早期に発見し受診できるようになっていただきたいと思い、今回は、脳卒中の原因と予防について          
お伝えします。

　脳卒中の最大の原因は、動脈硬化です。動脈硬化を起こす原因（危険因子）として、高血圧、糖尿病、脂
質異常症（コレステロールなどが高いこと）、肥満、喫煙、大量の飲酒などがあげられます。          
　どれも正しい生活習慣や適度の運動によって、予防ができます。これらの異常を早く見つけるために、年
１回の健康診断を受診し、健診で危険因子を指摘された場合は、必ずかかりつけの医師に相談してください。  

◎脳卒中では以下のような症状が突然起こります
●片方の手足・顔半分のマヒ・しびれが起こる（手足のみ、顔のみの場合もあります）
●ロレツが回らない、言葉が出ない、他人の言うことが理解できない
●力はあるのに、立てない、歩けない、フラフラする
●片方の目が見えない、モノが二つに見える、視野の半分がかける
●経験したことのない激しい頭痛がする

どうすれば予防できるのでしょう？

脳卒中が疑われたらすぐに医師の診断を受けましょう

問合せ先 町民生部健康福祉課健康増進係　　８１－１８８５

 １．手始めに　高血圧から　治しましょう

 ２．糖尿病　放っておいたら　くい残る

 ３．不整脈　見つかりしだい　すぐ受診

 ４．アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒

 ５．予防には　タバコを止める　意志を持て

 ６．高すぎる　コレステロールも　見逃すな

 ７．お食事の　塩分・脂肪　控えめに

 ８．体力に　合った運動　続けよう

 ９．万病の　引き金になる　太りすぎ

10．脳卒中　起きたらすぐに　病院へ 
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次
世
代
を
担
う
小
・
中
学
生
が
人
権
尊
重
の
重

要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
・
栃
木
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
・
栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

人
権
に
関
す
る
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
原
画
・
書
道
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
人
権
作
文
、
小
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ

ー
原
画
と
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
中
学
生
の
人
権
作
文

【
最
優
秀
賞
】

　
　
あ
と
一
歩
踏
み
出
す
勇
気

南
犬
飼
中
３
年
　
　
　
小
池
　
朝
美

【
優
秀
賞
】

　
　
祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

南
犬
飼
中
３
年
　
　
　
武
藤
　
早
紀

【
奨
励
賞
】

　
　
障
害
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

壬
生
中
２
年
　
　
　
　
若
林
　
拓
巳

●
小
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
原
画

【
佳
作
】

安
塚
小
２
年
　
　
　
　
平
塚
　
青
空

壬
生
小
５
年
　
　
　
　
小
島
　
　
瞬

●
小
学
生
の
人
権
書
道

【
最
優
秀
賞
】壬

生
小
３
年
　
　
　
　
小
泉
菜
々
子

壬
生
北
小
５
年
　
　
　
菊
地
　
理
菜

【
優
秀
賞
】

壬
生
東
小
３
年
　
　
　
宇
賀
神
彩
愛

安
塚
小
４
年
　
　
　
　
川
俣
　
　
葵

壬
生
小
６
年
　
　
　
　
青
木
　
志
穂

壬
生
北
小
６
年
　
　
　
黒
須
　
彩
夏

【
奨
励
賞
】

稲
葉
小
５
年
　
　
　
　
荒
川
　
千
尋

藤
井
小
６
年
　
　
　
　
明
石
ひ
な
た

睦
小
６
年
　
　
　
　
　
阿
部
　
朱
音

羽
生
田
小
６
年
　
　
　
石
川
　
大
貴

犬
の
登
録
は
、
飼
い
主
の
義
務
で
す

　
新
し
く
犬
の
飼
主
に
な
る
場
合
、
飼
主
は
犬
が

家
に
来
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
、
（
生
後
90
日

以
内
の
子
犬
の
場
合
は
、
生
後
90
日
を
経
過
し

た
日
か
ら
30
日
以
内
に
）
町
生
活
環
境
課
窓
口

で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
の
際
に
交
付
さ
れ
る
犬
鑑
札
は
、
首
輪
等

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
手
数
料
　
３，
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
毎
年
１
回
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
と
秋
の
集
合
注
射

会
場
や
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
す
る
と
、
注
射
済
票
も
併
せ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
寄
り
の
動
物
病
院
に
注
射
済
票
が
な
い
場
合

に
は
、
獣
医
師
が
発
行
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射
実

施
証
明
書
を
持
参
し
、
町
生
活
環
境
課
窓
口
で
注

射
済
票
の
交
付
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
子
犬
の
場
合
は
、
生
後
91
日
以
降
に

受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
注
射
済
み
の
犬
に
交
付
さ
れ
る
注
射
済
票
は
、

首
輪
等
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
代
金
　
３，
３
０
０
円
（
注
射
代
金

　　２，
７
５
０
円
＋
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

・
動
物
病
院
で
の
注
射
料
金
は
、
動
物
病
院
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
事
項
が
変
わ
っ
た
と
き

　
次
の
事
項
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
町
生
活

環
境
課
窓
口
で
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
犬
の
所
在
地
　
・
犬
の
所
有
者
　
・
犬
の
所
有
者

　
の
氏
名
（
婚
姻
等
に
よ
る
氏
名
の
変
更
）
又
は
住
所

壬
生
町
で
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
に
引
越
し
す
る
と
き

　
転
出
先
の
市
区
町
村
役
場
で
30
日
以
内
に
変

更
の
届
出
が
必
要
で
す
。
壬
生
町
で
交
付
を
受
け

た
鑑
札
を
担
当
課
窓
口
に
持
参
し
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
場
合
は
、
壬
生
町
で
再
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
再
交
付
手
数
料
　
１，
６
０
０
円

町
外
で
登
録
し
て
い
る
犬
が
壬
生
町
に
引
越
し
し
た
と
き

　
町
生
活
環
境
課
窓
口
で
、
30
日
以
内
に
変
更
の

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
以
前
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
役
場
で
交
付
を
受
け
た
鑑
札
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
場
合
は
、
以
前
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
役
場
で
再
交
付
を
受
け
て
か
ら
、
鑑
札
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
死
亡
し
た
と
き

　
犬
の
鑑
札
及
び
注
射
済
票
を
添
付
し
て
、
町
生

活
環
境
課
窓
口
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
に
関
す
る
相
談
は

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
（
　
０
２
８-

６
８
４-

５
４
５
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合

・
負
傷
し
た
犬
や
猫
の
保
護

・
咬
傷
事
故
等
に
つ
い
て

  

問
合
せ
及
び
届
出
窓
口
　

町
民
生
部
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

81-

１
８
３
４

壬生中央公民館での人権書道入選作品の展示風景

  

こ  

い
け         

あ
さ   

み

  

む  

と
う          

さ    

き

わ
か
ば
や
し       

た
く  

み

ひ
ら 

つ
か         

せ
い  

ら

  

こ   

じ
ま              

し
ゅ
ん

  

こ 

い
ず
み 

な     

な   

こ

き
く   

ち            

り    

な

   

う    

が   

じ
ん 

あ
や  

な

か
わ 

ま
た                

あ
お
い

あ
お   

き            

し     

ほ

く
ろ   

す           

あ
や  

か

あ
ら 

か
わ           

ち  

ひ
ろ

  

あ
か
し 

  

あ    

べ           

あ
か  

ね

い
し 

か
わ          

だ
い   

き



い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど

い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て

お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の

引
っ
越
し

季
節
到
来

転
校
す
る
と
き

進
学
す
る
と
き

手
続
き
先

他市区町村から壬生町に
引っ越して来たとき 転入届

壬生町内で
引っ越しをしたとき

引っ越した日から
1４日以内転居届

壬生町から他市区町村へ
引っ越すとき

引っ越しする
予定の日の
前後１４日以内

転出届

前市区町村の
転出証明書が
必須です

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることがありますので、
　事前にお電話などでお問い合わせください。

引っ越しの内容 届出の種類 届出の期間 注意事項

各種届出のときは、届出に来た方の
　　本人確認書類（免許証や保険証など）と
　　　　　　　　　　ご印鑑が必要になります！

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

引っ越した日から
1４日以内

11

住民基本台帳カード、在留カード、特別永住者証明書をお持ちの方はお
手続きの際必ずお持ちください。また、これらのカードをお持ちの方の
お手続きは役場本庁住民課でお願いします。

水道の閉栓手続きを忘れずに！水道の閉栓手続きを忘れずに！
●引っ越しの日が決まりましたら、前もって水道課へ閉栓の手続きをしてください。
　（使用者ご本人からの手続きは、お電話にてお受けしております。）ご連絡の際は、
　住所・氏名・引っ越し日時・引っ越し先をお知らせください。
●引っ越しまでの水道料金（精算分）は、前回の検針日から引っ越しまでの使用量
　をもとに計算いたします。
●連絡（閉栓の手続き）をいただきませんと、水道を使用されていなくても、引き続き
　料金がかかってしまいますので、必ず水道課へご連絡をお願いいたします。

町建設部水道課　　８２－２２６０　 （徴収事務受託者　㈱日本ウォーターテックス）問合せ先

各
種
届
出

各
種
届
出
も
お
願
お
願
い
し
い
し
ま
す
ま
す
！

各
種
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
！

●
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　
転
居
届
を
す
る
際
に
、
転

校
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校

の
発
行
す
る
「
在
学
証
明
書
」

「
教
科
書
給
与
証
明
書
」
を

持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
町
外
へ
の
転
校

　
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発

行
す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教

科
書
給
与
証
明
書
」
「
日
本

体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー

の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を

持
っ
て
、
転
校
先
の
市
町
村

教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
町
外
か
ら
の
転
校

　
転
入
届
を
す
る
際
に
、
転

入
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校

が
発
行
す
る
「
在
学
証
明
書
」 

「
教
科
書
給
与
証
明
書
」
「
日

本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ

ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」

を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
81
―
１
８
７
１

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
が
、
進
学
の
た

め
、
他
の
市
町
村
等
に
転
出

す
る
場
合
、
引
き
続
き
壬
生

町
の
国
保
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
在
学
証
明
書

・
印
鑑

【
問
合
せ
先
】

町
民
生
部
住
民
課
国
保
年
金
係

　
81
―
１
８
３
６

町
民
生
部
住
民
課
　

　
81
―
１
８
２
４

稲
葉
出
張
所
　
　
　

　
82
―
１
０
０
２

南
犬
飼
出
張
所
　
　

　
86
―
０
０
０
４

【
問
合
せ
先
】

町
民
生
部
住
民
課
　

 

81
―
１
８
２
５

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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町教育委員会事務局生涯学習課社会教育係　　８１－１８７３問合せ先

中学生の地域活動推進へのご支援
ありがとうございました

約200名の町内中学生が地域活動で大活躍！
中学生の地域活動推進へのご支援
ありがとうございました

約200名の町内中学生が地域活動で大活躍！
中学生の地域活動推進へのご支援
ありがとうございました

約200名の町内中学生が地域活動で大活躍！

　壬生町教育委員会では、平成24年４月より「中学生の地域活動推進計画」を開始し、
中学生が地域社会で活躍できる機会の提供に取り組んできました。延べ200名の中学生
が様々な機会に地域活動に参加し、中学生と地域住民が一体となったまちづくりを推進
してきました。

地域活動の中で地域の大人からかけられた言葉は何ですか？
「とても助かったよ」「ありがとう」「来年も一緒にやろうね」「一生懸命できたね」「また
来てね」「君のおかげだよ」「ごくろうさま！」「さすが中学生！」「中学生がいると、頼も
しい！」
→地域の方々からの温かな励ましの声は、中学生を勇気づけ大いに励ましたようです。次代の
壬生町を担う中学生が、自己有用感・自己肯定感を高められるよう、地域の皆様による温かな
かかわりあいや言葉かけを、今後ともよろしくお願いします。

地域活動に励んで良かったと思うことは何ですか？
「人の役に立てたこと」「活動が終わったときの達成感」「多くの笑顔が見られたこと」「大
人の人に頼りにされること」「必要とされたこと（自己有用感）」「活動を通して友達が増え
たこと」
→参加した中学生にとって、地域行事が「大切な居場所」のひとつになっていたことがよくわ
かります。中学生の社会参加を「ひとづくり」の場として高めていくためにも、中学生が活躍
できる機会を今後も提供してくださいますよう、よろしくお願いします。

　町が主催する行事以外に、自治会行事や地域団体行事においても、中学生が活躍する
姿が見られました。機会を提供くださいました自治会関係者・地域団体関係者の皆様に
御礼申し上げます。

【壬生町健康ふくしまつり】 【壬生町ゆうがおマラソン大会】 【地域活動に励んだ中学生の交流会】
着ぐるみに入って来場者を出迎えました。 10kmの部ランナーへの給水所を運営

しました。　
壬生町への熱い思いをみんなでわかち
あいました。

中学生の地域活動推進へのご支援
ありがとうございました

平成24年度



　統計調査の代表といえば「国勢調査」がありますが、その他にも毎年様々な統計調査が実
施されています。壬生町では、国が実施する各種統計調査の調査活動にあたっていただく統
計調査員を募集しています。興味のある方は、ご連絡ください。

☆今年度は、「就業構造基本調査」「工業統計調査」「住宅・土地統計調査（単位区設定）」
　　　　　　がありました。
☆来年度は、「住宅・土地統計調査」「工業統計調査」があります。

問合せ先　町経済部商工観光課統計係　　81－1846

●調査員事務説明会に出席　　　●調査関係書類（名簿、地図など）の作成
●調査対象者（世帯、会社等）への「調査票」の配付と記入依頼
●「調査票」の回収及び点検　　
●「調査票」の整理及び提出

●調査の都度任命される「非常勤の公
　務員」です。
●任命期間は２か月程度です。

統計調査の依頼

●町では、調査の規模により「必要
　な調査員の人数」、「調査対象と
　なる区域」等に応じて、調査員登
　録者の中から依頼をします。
●依頼方法は、町からの電話により
　ます。

●報酬額は調査により異なりますが、
　おおむね３～４万円程度です。

担当する区域

●担当していただく「調査区」は、
　徒歩または自転車での調査活動
　が可能と判断される範囲の中で
　決定します。

統計調査員の身分 報　　酬

統計調査員の主な仕事

※ただし、20歳以上の町内在住の方で警察官、税務職員、選挙に関係のない方。

13
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　家庭での使用済パソコンを有益な資源として、再
利用するために、平成15年10月１日から「資源有効
利用促進法」にもとづいた“PCリサイクル”
が実施されております。
　この“PCリサイクル”により、鉄・銅・アルミ・
プラスチックはもちろん、金・銀・コバルトのよう
な希少金属まで、資源として再利用できます。この
“PCリサイクル”は消費者の皆様とメーカー等が協
力して次のように実施しています。
　

※１　ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、
　　　ケーブル等）も一緒に回収します。
※２　マニュアル、FD・CD- ROM等の記憶媒体、
　　　プリンタ等の周辺機器、ワープロ専用機、
　　　PDA（携帯情報端末）は対象となりません。

①パソコンのメーカーに直接回収を申し込みます。
　※“PCリサイクル”開始前に購入したものは、回
　　収再資源化料金がかかります。
②パソコンを簡易梱包し、メーカーから送付され
　てくる“エコゆうパック伝票”を貼付します。
③最寄りの郵便局に持ち込むか、郵便局に戸口集
　荷を依頼します。
④集められた使用済パソコンは再資源化センター
　に配送され、再資源化されます。

　なお、回収するメーカーがない場合や、メーカーが
明らかでない場合は、「有限責任中間法人　パソコン
３Ｒ推進センター」が、有償で回収・再資源化します。

◎問合せ先　●パソコンメーカー各社
　　　　　　●パソコン３Ｒ推進センター
　　　　　　　03-5282-7685
URL http://www.pc3r.jp/uketsuke.html

①デスクトップパソコン
②ノートパソコン
③CRTディスプレイ（一体型パソコン含む）
④液晶ディスプレイ（一体型パソコン含む）

“PCリサイクル”の対象となる機器は、
下記の通りです。

左記の機器が不要になりましたら、
下記のような手順で
リサイクルを実施いたします。

1

3

パソコンが家庭で不要になったら、メーカー等に回収を申し込みます。その際、
PCリサイクルマークのない製品は回収・リサイクル料金をご負担頂きます。

お申し込み方法・お問い合わせについては、各メーカーのホーム
ページ又は（社）電子情報技術産業協会（JEITAパソコン3R 
http://www.pc3r.jp）のホームページ等でご確認ください。

●お客様に
　エコゆうパック伝票
　を郵送します。

最寄りの郵便局※に持ち込むか、郵便
局に戸口回収の依頼の連絡をします。
※簡易郵便局を除きます。

●集めた使用済パソコンをメーカー等の
　再資源化センターに配送します。

●お客様が大切にしてい
　たパソコンをきちんと
　再資源化します。

不要になったパソコン
メーカーのリサイクル受付

メーカーの再資源化センター

郵 便 局

戸口回収

配 送

回収申込

エコゆうパック
伝票

お持ち込み

2 パソコンを簡易包装し、
伝票を貼付します。

パソコンユーザー

パソコンパソコン
メーカーに直接回収を申し込みましょう

は
家庭で
不要になった



1 対象機器を買換える場合や
購入した小売店がわかっている場合

　小売店に引取ってもらいます。その際に、処
理料金（リサイクル料金）と収集・運搬料金を小
売店に支払います。

家
電
小
売
店

収集・運搬料金
+

処理料金 処理料金

エアコン テレビ 冷蔵庫 洗濯機 衣類乾燥機 液晶・プラズマテレビ

家
電
メ
ー
カ
ー

消
　
費
　
者

家電リサイクル法の対象機器

2 左記以外（買った小売店が不明、
通信販売で購入など）

許
可
業
者

収集・運搬料金

納付
証明書

処理
料金

処理
料金

家
電
メ
ー
カ
ー

消
　
費
　
者

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）
に収集・運搬を依頼します。
　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リ
サイクル料金）を（財）家電製品協会家電リサイク
ルセンター（RKC）に振込み、納付証明書を家電
製品に添付します。許可業者には、収集・運搬
料金のみを支払います。

※エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機を廃棄する場合は

処理料金（リサイクル料金）
（消費税込） 収集運搬料金+ が必要となります。

郵 便 局
※許可業者につきましては、下表に掲載しています。

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機を
ごみステーションには絶対に出さないでください。

注１

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機は、
清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

注２

壬生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表（家電６品目収集運搬業者）

業　者　名 住　所 電話番号No.

株式会社大商 栃木市惣社町
2181

0282（27）
8248

企業組合とちぎ
労働福祉事業団

宇都宮市西川田
7-1-2

028（645）
5561

株式会社結南ク
リーンセンター

壬生町大字壬生
乙3550-1

0282（33）
0101

相良運輸
株式会社

宇都宮市今宮
4-5-36

028（684）
2100

有限会社
大林環境サービス

下野市上古山
8-5

0285（53）
5584

有限会社
マルショー

壬生町大字安塚
1857-1

0282（86）
5443

栃南産業
株式会社

下野市下古山
947

0285（53）
5557

有限会社
ミサキ商事

壬生町大字藤井
1842

0282（82）
1776

戸崎商店 壬生町大字藤井
1734

0282（82）
2542

鈴運メンテック
株式会社

宇都宮市鶴田町
920-1

028(648)
6241

◎問合せ先　●壬生町清掃センター  　82-3424

業　者　名 住　所 電話番号No.

程塚商事
株式会社

宇都宮市元今泉
3-8-5

028（653）
5282

いずみ産業
株式会社

宇都宮市
下平出町198-2

028（664）
1115

株式会社
目黒商事

宇都宮市上野町
6078-1

028（661）
5827

有限会社関東
実行センター

小山市花垣町
1-12-10

0285（23）
3026

オールサポート 宇都宮市雀の宮
5-2-40

028（655）
2610

有限会社
高久建工

壬生町大字
羽生田1733

0282（82）
9418

エイチエス
株式会社

宇都宮市
下荒針町3406-4

028（649）
3663

有限会社静井商会
リサイクル

大平町西水代
2534-1

0282（43）
8788

株式会社県央資源
総合リサイクル

下野市石橋
693-8

0285(53)
5782

野澤総業 宇都宮市下栗町
1459-3

028（656）
1523

有限会社
セイゴウ

宇都宮市平出
工業団地43-120

028（613）
3860

有限会社
アタカサービス

宇都宮市石井町
365-11

028（656）
6250

業　者　名 住　所 電話番号No.

有限会社ファースト
コーポレーション

宇都宮市
満美穴町25

028（667）
5430

有限会社岸興業 栃木市野中町
1381-11

0282（23）
5212

篠原運送店 壬生町大字藤井
2438-6

0282(82)
7589

有限会社
協栄技研

日光市木和田島
2083-11

0288（26）
2648

栃木清掃サービス
株式会社

栃木市片柳町
2-32-4

0282（25）
1014

有限会社
ごみやさん

鹿沼市富岡
92-2

0289（65）
5221

株式会社
真田ジャパン

那須塩原市井口
198-1

0287（36）
1148

有限会社
坂本商事

栃木市皆川城内町
2989-4

0282(30)
1120

三正運輸
株式会社

小山市扶桑
1-8-17

0282（82）
4100

株式会社
マックテック

宇都宮市針ヶ谷
町685-4

0282（81）
0538

有限会社
栃北興業

栃木市平柳町
1-5-12

0282（27）
5336

関東資源
株式会社

真岡市荒町
5218

0285(84)
1161

中川商事 宇都宮市石井町
3413-63

028(656)
5586

株式会社
中日産業

壬生町大字安塚
1716

0282(86)
3163

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25 

26 

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わりました

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わりました

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わりました

15

リサイクル料金は
清掃センターへ、
収集運搬料金は
下記業者へ
お問合せください。
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年末の防犯特別警戒を実施

　民生委員・児童委員の中川和江さんが、全国社会福祉

大会において、全国社会福祉協議会長表彰を受賞され、

12月19日、受賞の報告に町長室を訪れました。

　この表彰は、15年以上の永きにわたり、民生委員・

福祉委員の現職で、功績顕著な方に贈られるものです。

平成24年度全国社会福祉協議会長表彰受賞

　１月９日、栃木県公館で行われた平成24年度栃木県農
業士・女性農業士・名誉農業士認定式において、本町の宇
賀神裕子さんが栃木県女性農業士に認定されました。
　宇賀神さんは、昭和57年の結婚を機に就農して以来、
いちご及び水稲の栽培技術の研鑽を重ね、現在は経営主と
して更なる効率的な経営の実現を図っています。
　また、平成10年から続けている母子保健推進委員とし
ての活動のほか、さまざまな地域活動にも積極的に取り組
んでおり、今後の活躍が大いに期待されます。

宇賀神裕子さんが栃木県女性農業士に

なか  がわ  かず    え

う     が   じん  ゆう   こ

　12月14日、年末年始の防犯特別警戒に合わせ、壬生町防

犯組合連絡協議会（壬生・稲葉・南犬飼・睦地区防犯組合）

では、事件事故を最小限にとどめられるよう、防犯診断や町

内のスーパーマーケットやコンビニエンスストア９カ所での

街頭啓発活動を実施し、多くの方へ周知しました。
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　１月12日、社会福祉法人せせらぎ会では、消費生活の
中でも大きな問題となっている「悪質商法」についての
セミナーを開催しました。
　当日は、「らくりん座」による悪質商法の劇を見学し
たほか、壬生町消費者友の会（栗原芳子会長）の会員に
よる寸劇やビデオの上映、悪質商法にあった体験談の朗読、
被害防止を替え歌にして参加者との合唱などを実施し、
悪質商法や訪問販売等に遭わないよう意識の高揚を図り
ました。

くらしのセミナー「悪質商法」開催

　１月17日、栃木県総合文化センターにおいて、
第50回栃木県統計大会が開催され、押久保美子さ
んが栃木県知事表彰、宇賀神裕子さん・大橋有巳
さんが栃木県統計協会名誉会長表彰を受賞されま
した。
　それぞれ各種統計調査に従事され、統計調査の
発展・推進に多大なる貢献をされています。

栃木県統計大会

 くり  はら  よし   こ

　農業への思いや取り組みをつづった「2012年（第40回）
毎日農業記録賞」（毎日新聞社主催）の一般部門で、本町の
中屋末人さんが最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞し、12月
21日、町長を訪問しました。
　中屋さんは有機栽培農園ベジファームの代表として農業経
営を行う傍ら、農業委員としても地域農業の推進のために貢
献されています。

中屋末人さんが毎日農業記録賞を受賞
なか    や   すえ   と

う    が  じん ゆう こ おお はしとも  み

左から大橋さん、宇賀神さん、押久保さん

おし く    ぼ よし こ
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「
男
女（
夫
婦
）の
役
割
分
担
」に
つ
い
て

地域の皆さんが学校環境づくり
　睦小学校では、地元の六美町北部自治会の皆さんが、毎年、
春に学校のフェンス際にマリーゴールドやブルーサルビアなど
の苗を児童と一緒に植えてくださっています。
　その際にフェンスの網が傷んでいるのを気にかけてくださっ
ていた皆さんが、12月18日、フェンスの張り替えに協力して
くださいました。車の接触により曲がってしまっていた支柱や、
欠けたブロックもきれいに修繕されました。

　
１
月
５
日
、壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、書
初
め
席
書

大
会
実
行
委
員
会（
委
員
長 

谷
田
部
龍
峰
氏
）主
催
の
第

２
回
新
春
書
初
め
席
書
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
在
住
在
学
の
小
中
高
校
生
46
名
が
参
加
し
、新

春
に
ふ
さ
わ
し
く
力
強
い
書
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
良
賞
以
上
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）





【まちのうごき】●総人口 39，661人（６）　男19，465人（△10）　女20，196人（16）　●総世帯　14，581世帯（19）　　（　）内は前月比　平成25年２月１日現在

睦小５年
　田　恵

睦小５年
葭葉　智也
よし  ば       とも  や

 よ し  だ      めぐみ

表
紙
の
写
真

第
54
回
栃
木
県
郡
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
。

壬
生
町
駅
伝
チ
ー
ム
は
最
後
ま
で
懸
命
の
走
り

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

～放課後学習サポート事業～

11名の放課後学習支援ボランティアが
中学生を支援！！

11名の放課後学習支援ボランティアが
中学生を支援！！

11名の放課後学習支援ボランティアが
中学生を支援！！

　壬生町教育委員会が主催する放課後学習サポート
事業も８年目を迎えます。今年度は、壬生中・南犬
飼中併せて約80名の中学３年生が参加。放課後の
１時間を有効活用し、熱心に学習しています。
　指導は、自らの経験やスキルを次代を担う子ども
たちに伝えたい11名の地域住民（無償のボランテ
ィア）が担当。放課後の教室では、「勉強を教えて
ほしい」中学生と、「勉強を教えたい」ボランティ
アの皆さんとの交流をもとに、自習形式での学習が
展開されています。
　次世代の壬生町の担い手である中学生が、地域の
皆様から温かな激励を受けながら学び育っていける
よう、今後とも本事業へのご支援をよろしくお願い
します。

　南犬飼中学校３年生
が、生徒会福祉委員会
主催による学年ボラン
ティア活動で年賀カー
ドを作成しました。
　これは、地域の高齢
者の方と交流を図るこ
とにより、社会の一員
としての自覚を高める
ことや、人生の先輩で
ある高齢者の方に尊敬と感謝の気持ちを持ち、温かい
人間愛の精神を深めることを目的としています。
　年賀カードには、「寒い日が続きますがお体に気を
付けてお過ごしください」などの温かいメッセージが
かかれており、１月上旬に、在宅のひとり暮らし高齢者・
高齢者世帯の方へ、町が社会福祉法人関記念栃の木会、
町シルバー人材センターに委託して実施している配食
サービスのお弁当に添えて届けられました。


